

























脳海馬 5-HT放出は in vivo microdialysis法を用いて測定した。DMモデルラットはストレ
プトゾトシン投与により作成した。エタノール（EtOH）は腹腔内投与（0.5、1.0 および
2.0g/kg）および脳内灌流（25、50、100 および 200mM）を行い、その結果、両投与方法と
もに両群ラットで EtOH濃度依存性に 5-HT放出を増加したが、DMラットにおいては non-DM
ラットに比して増加の程度は低かった。血中 EtOH濃度には両群ラットで有意な差異はなか
った。以降の実験は脳内灌流にて行った。まず 3 種のアルコール（各 100mM）間での 5-HT
放出量の比較を行った。その結果、non-DM ラットにおいてはイソプロパノール、EtOH、メ
タノールの順に 5-HT 放出量は有意に増加した。しかし DM ラットでは 3 種のアルコール間
で 5-HT放出量に差異はなかった。また、種々の 5-HT受容体阻害薬（5-HT1A、5-HT1B、5-HT2、
5-HT3、5-HT4）および作動薬（5-HT1B、5-HT2、5-HT3、5-HT4）を EtOHと同時投与した場合の
両群ラットの 5-HT 放出量を比較した。すべての作動薬において両群ラットともに EtOH 単
独投与と比較して 5-HT 放出は有意に増加した。しかし、5-HT1B、5-HT2、5-HT3、5-HT4受容
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体阻害薬存在で non-DM ラットでは EtOH 単独投与と比較して 5-HT 放出は有意に減少した。
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８）糖尿病で 5-HT放出減弱の根拠はあるのか。海馬からの放出とは限らない。  
９）海馬は左右どっちを使ったのか。  
10）なぜ 1-プロパノールを使わなかったのか。  
11）麻酔薬の追加のタイミングで脳神経活動は影響を受けるか。  
12）高血糖状態と糖尿病状態は異なる。高血糖状態の可能性を排除するにはどういう  
  実験をしたらいいのか。  
 
さらに、専門分野から質問を行った結果、的確な回答が得られたので、審査員合議の上、
最終試験に合格したものと判断した。  
